
日常時に
つながり
を作って
おくことで
皆で対処

■元八王子中学校区 A-1 【理想の暮らしとありたい姿】

キーワード

第１回 八王子市のみんなの未来を考えるワークショップ

学生との
タイアップ

高齢者と
子供が

交流できる

★ウェルカムな街 もとはちおうじ

ボランティア
に頼らない
市の取組を
整備して
ほしい

障害のある
方も

安心して
暮らせる街

誰でも
安心して
暮らせる街

車椅子が
通りやすい

街

美観
きれいな
街づくり

大人も子ども
も声かけをし
た時、不信者
にならない
地域

花いっぱいの
地域

子どもも高齢
者も交流しな
がら花を植え
育てる

子供達が外で
安心して
遊べる広場

電柱のない
道路

就労支援の
強化

広い歩道

子どもたちに
基本的な

マナーを教え
ることができ
るように

外国の方も
暮らしやす
い街づくり

性別を
問わない
取組

移動支援の
問題

車を使わないと
気軽に

行ける店がない

地域の助け
合いがいろ
いろな地域
で広がると
よい

安心して
暮らせる街地域で

助け合える
街

孤食を防ぐ
ための

コミュニティ
食堂が

あるとよい

いろいろな人
がコミュニ
ケーションを
とることが
できる地域

地域交流

多世代
交流の
環境
づくり

だれでも
集える
居場所
づくり

・結婚してからも地元で暮らす子供は
保育園に確実に入園できる

・地元に中堅企業あり、妻もパート先に
すぐ就職できる

・両親はデイサービス等が充実しており、
何時でも利用出来るので、安心して仕事
に出れる

【高校生】

住み慣れた
地域の自宅で
暮らす

多文化共生
理解の為の
指導と支援等

会館で
出来る

サークルを

定期的に開催

親子教室
絵手紙
水墨

料理教室
健康体操

誰もが気楽に立
ち寄りお茶を飲
んで、話が出来
たり色々な情報
を得ることがで

きる

また囲碁、将棋
麻雀等が出来る
場所がある

地域の人が
集えるサー
クルがある
とよい

遊ぶ楽しさ
きちっと
片付ける

モラル教育の
徹底

若い世代が
ずっと

住みたいと
思える

環境づくり

バス以外の
移動方法
のあり方

モノレール
の整備

買い物
難民が
いる

バス停
まで遠い

公共交通
機関の整備

【通学】

公共交通機関はバスのみ
電動キックボードの専用レーン
を無免許で（講習は受講）駅、

学校まで移動できる
大学に入っても移動が楽で
移動時間も短縮できる

【地下鉄】

京王線が京王八王子から市街地
を通り西部地区まで、地下で延
線され、移動が簡単になる
モノレールが八王子駅から
環状線として出来上がる

車イスでも通れる歩道が完
備し、子供から高齢者また
障害のある人が安心して外

に出られる街

公園で
子ども達が
自由にボール
投げを出来る
環境作り

地域の何処でも
救急車、消防車
が入り活動でき
る道路があり
安心して
生活できる

災害（地震、風水害）等に強い町
現在の防災無線は聞こえず

役にたっていない
避難場所の確保整備（各町会）の
会館を耐震強化し活用する

まだまだ生活水
が河川に生放流
している現状を
撤廃指導

隣近所で自助、共助がしっ
かり出来ていて、1人暮らし

高齢者や
シングルマザーでも
安心して暮らせる

誰でも外へ
安心して
出ることの
できる環境

災害に
強い街

・新しい居住者も入りやすい→住民が声かけ
・誰とでも気軽に挨拶できる
・あかるく元気な雰囲気
・つながりやすいきっかけ作り→機会・場作り

きっかけの多い街づくり
きっかけによるつながりが産まれる

・地元のつきあいが深い→安心
・若い人たちの力での町づくり（防災などお助け隊）
・協力し合える街
・みんなで見守れる安心な街づくり
・誰でも暮らしやすい街
・時代に属した町会のあり方を柔軟に
・多世代のコミュニケーションがとれる
・顔の見える街

小河川に
おける金網
フェンスが

美観を破壊する

いろいろ
あっていい

つながり

交通

安心
元八王子には相手のことを受入れ、
理解しようとする方が多くいる

様々な子に
対する
教育支援

町会の役割
（市として
町会をどう
捉えるか）

つながりを作る
『きっかけ』が必要

新しい住民が
増えてきたことで
つながりが少なく
なってきている


